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1)次の物理量の中から(alス カラー場,0ベクトル場に分けなさい。( )内にaと bどちら

記入 しなさい (15点 )

質量 (1),   密度 (1),

速度 (,),   温度 (氏 ),

座標 (決 ),   気圧 (■ ),

電位 (氏 ),   力 (b),    標高 〈()

流速 (b),   磁場 (b),   電界 (b)

重量 (よ ),   加速度 (b),  エネルギー (a)

(2)半径 2 nlllの 銅線 lcnl含まれる電子のクーロン数を求めよ。また、lAの電流を流した時の電子

の見かけの移動速度を求めよ。なお、有効な自由電子は全電子の 10%と 仮定する。必要なら、以下の

数値を使用せよ。銅線の密度 :8g/cc、 原子量 :64、 原子数 :29。 π=3、 とせよ。(25点 )
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(2)空間内に,ある距離を隔てて置かれた 2本の電線がある。いま、両方の電線に電流が流れるス

イッチを押 したとする。すると2つの線電流の間にアンペアの力が働 く。この力がどのように働き始

めるかを近接作用を用いて、①電流の流れ、②場の形成、③力の発生、に分けて説明せよ。(30点 )
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(3)粒子の共存度とは何か。電子銃による干渉実験の結果を用いて説明せよ。(30点 )
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